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展
と
と
も
に
、交
通
事
故
に
占
め
る
高

齢
運
転
者
の
加
害
事
故
の
割
合
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、昨
年
は
25・３
㌫
。過
去

10
年
で
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　一
方
、車
の
運
転
中
、後
方
か
ら
車
間

距
離
を
極
端
に
詰
め
ら
れ
た
り
、
ハ
イ

ビ
ー
ム
を
当
て
続
け
ら
れ
た
り
し
て
怖

い
思
い
を
し
た
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
行
為
や
急
ブ
レ
ー
キ
、急
な
進

路
変
更・幅
寄
せ
な
ど
、相
手
に
対
し
て

故
意
に
行
わ
れ
る
嫌
が
ら
せ
は
、あ
お
り

運
転
と
い
わ
れ
ま
す
。あ
お
り
運
転
は
、

道
路
交
通
法
違
反
だ
け
で
な
く
、相
手

の
車
の
ほ
か
第
三
者
も
巻
き
込
ん
で
接

触
や
追
突
な
ど
の
事
故
に
、場
合
に
よ
っ

て
は
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。

　
あ
お
り
行
為
の
理
由
は「
相
手
の
速

度
が
遅
い
」「
割
り
込
ま
れ
て
腹
が
立
っ

た
」な
ど
。合
流
地
点
で
う
ま
く
入
れ
ず

に
停
止
し
た
り
、追
い
越
し
車
線
を
必

要
以
上
に
ゆ
っ
く
り
走
り
続
け
た
り
す

る
と
、周
囲
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ス
ト
レ
ス

が
高
ま
り
、危
険
運
転
や
ト
ラ
ブ
ル
を
発

生
さ
せ
か
ね
ま
せ
ん
。あ
お
り
を
受
け
な

い
た
め
の
、そ
し
て
受
け
た
時
の
対
策
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
、自
分
の
身
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

意思表示や確認を
怠らないで

　みんなが安全で安心な車社会を築くには、車を
運転する人たちが互いにコミュニケーションを取
り、自分の進みたい方向や「止まる」という意思を適
切なタイミングで伝え合うことが重要です。早めに
方向指示器を点滅させる、またブレーキを何回か
踏み、後続車に「止まります、減速します」と知らせ
るポンピングブレーキを活用するなどして周りに意
思表示をしましょう。
　また、事故で多いのは追突や出合い頭の事故で
す。高齢になると出合い頭の事故割合が高まりま
す。信号のない交差点では、しっかり一時停止をし
て安全を確認してから進みましょう。
　普段から速度は控えめに、十分な車間距離を保っ
て運転することが事故防止の基本です。

　
鳥
取
県
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
、昨

年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
発
生
し
て
お
り
、

２
０
１
９
年
は
８
月
末
ま
で
に
死
者
数

が
21
人
、昨
年
１
年
間
の
死
者
数
を
既

に
超
え
ま
し
た
。ま
た
、今
年
は
全
国
各

地
で
悪
質
な
あ
お
り
運
転
や
、高
齢
運

転
者
に
よ
って
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
る

重
大
な
事
故
が
発
生
。安
全
運
転
対
策

の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、

05（
平
成
17
）年
以
降
14
年
連
続
で
減

少
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、高
齢
化
の
進

一般社団法人
日本自動車連盟鳥取支部

推進課長 清水 歩さん
し　みず　あゆみ

事
故
や
あ
お
り
に
対
策
急
務

●前の車に激しく接近し、追い回す
●しつこくクラクションを鳴らす
●夜間、他の車の交通を妨げる目的でハイビーム
を継続する
●危険な進路変更や幅寄せをする
●不必要な急ブレーキをかける　　など

これらの危険行為は全て犯罪行為
（道路交通法違反）に当たります。

あおり運転とは

鳥取県内過去５年間の交通事故死者数
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年間 各年8月31日現在

※写真は、教習所のコ
ース内で撮影したあお

り運転のイメージです
。

ルールと余裕で
安全運転
ルールと余裕で
安全運転
危険行為や事故から

身を守る
危険行為や事故から

身を守る

　最近、あおり運転に
よるトラブルや、高齢

運転者による交通死亡
事故

などが多発し、安全な
車社会には程遠い状

況が各地で見られま
す。事

故を起こさない、あお
り運転の被害に遭わな

いためには、交通ルー
ルを

守ることはもちろん、
気持ちに余裕を持つこ

とが大切。安全運転の
コツ

や、事故・トラブルから
身を守る対策をお伝え

します。
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き
、
本
線
を
走
っ
て
い
る
車
が
追
い
越

し
車
線
へ
の
車
線
変
更
で
道
路
を
譲
る

気
配
り
を
す
る
と
、
お
互
い
が
気
持
ち

良
く
走
行
で
き
、
渋
滞
発
生
や
速
度
差

に
よ
る
追
突
事
故
を
防
げ
ま
す
。

　
先
を
急
ぐ
後
方
の
車
を
察
知
し
た
ら

車
を
路
肩
に
寄
せ
て
。
た
だ
し
、
高
速

道
路
で
は
ゆ
ず
り
車
線
の
活
用
を
。
ま

た
、
片
側
２
車
線
道
路
で
は
走
行
車
線

を
走
行
し
、
追
い
越
し
車
線
を
使
う
の

は
追
い
越
す
時
の
み
、
そ
の
後
は
速
や

か
に
元
の
車
線
へ
。
気
持
ち
に
余
裕
を

持
ち
、
周
り
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

運
転
す
る
と
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
０
１
６（
平
成
28
）年
の
県
警
察
本

部
の
交
通
意
識
調
査
に
よ
る
と
、交
通
マ

ナ
ー
が
悪
い
と
感
じ
る
具
体
的
な
内
容

と
し
て
多
か
っ
た
の
が「
方
向
指
示
器
に

よ
る
合
図
が
遅
い
」「
合
図
を
出
さ
な

い
」で
す
。合
図
を
早
め
に
出
し
て
、自

分
の
次
の
行
動
を
周
囲
に
意
思
表
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
は
、
道
路
整
備
が
進
み
、
合
流

地
点
が
増
え
ま
し
た
。
本
線
に
合
流
し

よ
う
と
す
る
時
、
急
な
割
り
込
み
は
危

険
で
す
。
加
速
車
線
を
十
分
に
使
っ
て

加
速
し
て
合
流
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と

ト
ラ
ブ
ル
防
ぐ
気
持
ち
の
余
裕

県
庁
く
ら
し
の
安
心
推
進
課

☎
０
８
５
７・２
６・７
１
５
９

　
０
８
５
７・２
６・８
１
７
１

県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

☎
　
０
８
５
７・２
３・０
１
１
０（
代
表
）

問
F

F

　運転適性相談は年々増えていて、昨年は1,200
件以上。本人や家族、地域の人、また高齢者や障
がいのある人を支援している地域包括支援セン
ターからの相談もあります。
　運転者本人が身体機能や認知機能の低下に気
付いていないことが多く、タブレットを使った簡
易検査をしてその結果を本人に自覚してもらった
り、病院の受診を勧めたり、免許返納を促したり
アドバイスしています。2018（平成30）年の自主返
納は2,100件以上でした。
　車が使えなくなると生活が不便になるため、免
許返納後の生活に困らないように家族や地域の
協力を得ながら、地域で安心して暮らせるような
態勢づくりに努めています。運転に不安を感じた
らまずは相談してください。

　
県
内
で
は
、75
歳
以
上
の
運
転
者
に

よ
る
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
事
故
の
発
生

割
合
が
高
く
な
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
は
、高
齢
運
転
者
の
誤
操

作
防
止
の
た
め
、「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

時
加
速
抑
制
装
置
設
置
補
助
」を
設
け

ま
し
た
。ま
た
、前
頁
ま
で
に
特
集
し
た

あ
お
り
運
転
や
交
通
事
故
の
減
少
に
つ

な
が
る
よ
う
、「
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

設
置
補
助
」も
制
度
化
。事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
発
生
時
に
映
像
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、あ
お
り

運
転
や
乱
暴
な
運
転
の
抑
止
、ま
た
事

故
発
生
時
の
情
報
分
析
に
有
用
で
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、12
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
用
し
な
が
ら
車
を
走
行
さ
せ
る「
な

が
ら
運
転
」は
、事
故
に
つ
な
が
る
危
険

行
為
と
し
て
厳
罰
化
さ
れ
ま
す
。と
は
い

え
、罰
の
強
化
や
機
器
の
装
備
を
進
め

て
も
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
の
は
あ
な
た
で

す
。日
頃
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、マ

ナ
ー
良
く
安
全
安
心
な
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
。

中部地区運転免許センター
運転適性相談員

田中 みえ子さん

もしあおられたら

●挑発に乗らない
●（片側２車線以上の高速道路では）走
行車線を走り、いつまでも追い越し車
線を走り続けない
●（高速道路では）サービスエリアへ避
難し110番通報。車のドアをロックし窓
は絶対に開けない

対象：75歳以上の人（上限30,000円）

対象：前方後方の同時録画可能なものを
自家用車へ取り付ける個人

　　（上限3,000円）
　　　詳しくはお問い合わせください。

支え愛交通安全総合対策事業

県庁くらしの安心推進課
☎0857-26-7159　   0857-26-8171
https://www.pref.tottori.lg.jp/koureisyaanzenunten/

問
F

■ドライブレコーダー設置補助

■ペダル踏み間違い時加速抑制装置設置補助　

ペダル踏み間違い時に
誤発進を防ぐ ※イメージ

ドライブレコーダー

運
転
へ
の
不
安
、ま
ず
は
相
談
を

運
転
へ
の
不
安
、ま
ず
は
相
談
を

装
備
す
る
の
は
機
器
と
心
掛
け

東部地区運転免許センター（鳥取市吉方温泉）
　☎ 0857-36-1122
中部地区運転免許センター（湯梨浜町上浅津）
　☎ 0858-35-6110
西部地区運転免許センター（米子市上福原）
　☎ 0859-22-4607

F
県警察本部運転免許課
☎　0857-23-0110（代表）

問

県内の高齢者（75歳以上）の踏み間違い事故
発生状況（2014（平成26）～18（同30）年）

https://www.pref.tottori.lg.jp/177684.htm

加害事故件数（※）
踏み間違い事故件数
構成率

75歳未満
4,580件

38件
0.8%

75歳以上
462件
13件

2.8%
※交通事故件数はH26～H30の合計

　看護師の資格を持つ相談員が、一定の病気などの
運転適性相談や、認知症の簡易検査を行っています。

■看護師による運転適性相談（平日のみ）

■運転免許の自主返納制度
　返納者には交通機関の運賃割引のほか、さまざまな
支援が受けられる「運転経歴証明書」が交付されます。

た　なか

走行 車線
変更

走行
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き
、
本
線
を
走
っ
て
い
る
車
が
追
い
越

し
車
線
へ
の
車
線
変
更
で
道
路
を
譲
る

気
配
り
を
す
る
と
、
お
互
い
が
気
持
ち

良
く
走
行
で
き
、
渋
滞
発
生
や
速
度
差

に
よ
る
追
突
事
故
を
防
げ
ま
す
。

　
先
を
急
ぐ
後
方
の
車
を
察
知
し
た
ら

車
を
路
肩
に
寄
せ
て
。
た
だ
し
、
高
速

道
路
で
は
ゆ
ず
り
車
線
の
活
用
を
。
ま

た
、
片
側
２
車
線
道
路
で
は
走
行
車
線

を
走
行
し
、
追
い
越
し
車
線
を
使
う
の

は
追
い
越
す
時
の
み
、
そ
の
後
は
速
や

か
に
元
の
車
線
へ
。
気
持
ち
に
余
裕
を

持
ち
、
周
り
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

運
転
す
る
と
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
０
１
６（
平
成
28
）年
の
県
警
察
本

部
の
交
通
意
識
調
査
に
よ
る
と
、交
通
マ

ナ
ー
が
悪
い
と
感
じ
る
具
体
的
な
内
容

と
し
て
多
か
っ
た
の
が「
方
向
指
示
器
に

よ
る
合
図
が
遅
い
」「
合
図
を
出
さ
な

い
」で
す
。合
図
を
早
め
に
出
し
て
、自

分
の
次
の
行
動
を
周
囲
に
意
思
表
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
は
、
道
路
整
備
が
進
み
、
合
流

地
点
が
増
え
ま
し
た
。
本
線
に
合
流
し

よ
う
と
す
る
時
、
急
な
割
り
込
み
は
危

険
で
す
。
加
速
車
線
を
十
分
に
使
っ
て

加
速
し
て
合
流
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と

ト
ラ
ブ
ル
防
ぐ
気
持
ち
の
余
裕

県
庁
く
ら
し
の
安
心
推
進
課

☎
０
８
５
７・２
６・７
１
５
９

　
０
８
５
７・２
６・８
１
７
１

県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

☎
　
０
８
５
７・２
３・０
１
１
０（
代
表
）
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F

　運転適性相談は年々増えていて、昨年は1,200
件以上。本人や家族、地域の人、また高齢者や障
がいのある人を支援している地域包括支援セン
ターからの相談もあります。
　運転者本人が身体機能や認知機能の低下に気
付いていないことが多く、タブレットを使った簡
易検査をしてその結果を本人に自覚してもらった
り、病院の受診を勧めたり、免許返納を促したり
アドバイスしています。2018（平成30）年の自主返
納は2,100件以上でした。
　車が使えなくなると生活が不便になるため、免
許返納後の生活に困らないように家族や地域の
協力を得ながら、地域で安心して暮らせるような
態勢づくりに努めています。運転に不安を感じた
らまずは相談してください。

　
県
内
で
は
、75
歳
以
上
の
運
転
者
に

よ
る
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
事
故
の
発
生

割
合
が
高
く
な
って
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
は
、高
齢
運
転
者
の
誤
操

作
防
止
の
た
め
、「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

時
加
速
抑
制
装
置
設
置
補
助
」を
設
け

ま
し
た
。ま
た
、前
頁
ま
で
に
特
集
し
た

あ
お
り
運
転
や
交
通
事
故
の
減
少
に
つ

な
が
る
よ
う
、「
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

設
置
補
助
」も
制
度
化
。事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
発
生
時
に
映
像
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、あ
お
り

運
転
や
乱
暴
な
運
転
の
抑
止
、ま
た
事

故
発
生
時
の
情
報
分
析
に
有
用
で
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、12
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
用
し
な
が
ら
車
を
走
行
さ
せ
る「
な

が
ら
運
転
」は
、事
故
に
つ
な
が
る
危
険

行
為
と
し
て
厳
罰
化
さ
れ
ま
す
。と
は
い

え
、罰
の
強
化
や
機
器
の
装
備
を
進
め

て
も
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
の
は
あ
な
た
で

す
。日
頃
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、マ

ナ
ー
良
く
安
全
安
心
な
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
。

中部地区運転免許センター
運転適性相談員

田中 みえ子さん

もしあおられたら

●挑発に乗らない
●（片側２車線以上の高速道路では）走
行車線を走り、いつまでも追い越し車
線を走り続けない
●（高速道路では）サービスエリアへ避
難し110番通報。車のドアをロックし窓
は絶対に開けない

対象：75歳以上の人（上限30,000円）

対象：前方後方の同時録画可能なものを
自家用車へ取り付ける個人

　　（上限3,000円）
　　　詳しくはお問い合わせください。

支え愛交通安全総合対策事業

県庁くらしの安心推進課
☎0857-26-7159　   0857-26-8171
https://www.pref.tottori.lg.jp/koureisyaanzenunten/

問
F

■ドライブレコーダー設置補助

■ペダル踏み間違い時加速抑制装置設置補助　

ペダル踏み間違い時に
誤発進を防ぐ ※イメージ

ドライブレコーダー

運
転
へ
の
不
安
、ま
ず
は
相
談
を

運
転
へ
の
不
安
、ま
ず
は
相
談
を

装
備
す
る
の
は
機
器
と
心
掛
け

東部地区運転免許センター（鳥取市吉方温泉）
　☎ 0857-36-1122
中部地区運転免許センター（湯梨浜町上浅津）
　☎ 0858-35-6110
西部地区運転免許センター（米子市上福原）
　☎ 0859-22-4607

F
県警察本部運転免許課
☎　0857-23-0110（代表）

問

県内の高齢者（75歳以上）の踏み間違い事故
発生状況（2014（平成26）～18（同30）年）

https://www.pref.tottori.lg.jp/177684.htm

加害事故件数（※）
踏み間違い事故件数
構成率

75歳未満
4,580件

38件
0.8%

75歳以上
462件
13件

2.8%
※交通事故件数はH26～H30の合計

　看護師の資格を持つ相談員が、一定の病気などの
運転適性相談や、認知症の簡易検査を行っています。

■看護師による運転適性相談（平日のみ）

■運転免許の自主返納制度
　返納者には交通機関の運賃割引のほか、さまざまな
支援が受けられる「運転経歴証明書」が交付されます。

た　なか

走行 車線
変更

走行

追い越し追い越し走行車線走行車線

ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り

ゆっくりゆっくり

十分に加速十分に加速

方向指示器の合図なく、
急な車線変更

方向指示器の合図なく、
急な車線変更

合流

合流

あ
、
危
な
い
！

3秒前3秒前

車線
変更

道を譲る
気配り
道を譲る
気配り

急な割り込み急な割り込み

気
持
ち
に
余
裕
あ
る
運
転


